
楽しく１等を目指して（広幡地区ふれあい体育祭）
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安
全
は
、
自
ら
・
う
ち
か
ら
・
地
域
か
ら

お知らせ
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青島地区防犯まちづくり推進協議会のみなさんによる夜間パトロール▲葉梨地区で作成した
防犯・防災マップ

▲地下通路の上に設置され
た子ども見守りカメラ

▲不審者に遭遇したときの対処
法を紹介

安全は、
自ら・うちから・地域から
安全・安心なまちづくりには、地域のみなさんの連携が欠か
せません。無理せず、できることから、一緒に始めませんか。

問市民協働課　☎643･3111　内線267

市
内
で
１
日
２
件
犯
罪
発
生

　

藤
枝
警
察
署
管
内
で
、
本
年
１
月
〜
８
月

に
発
生
し
た
街
頭
犯
罪
の
件
数
は
、
４
６
８

件
（
表
１
）。
１
日
に
約
２
件
の
割
合
で
犯

罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
発
生
し
た

街
頭
犯
罪
の
約
３
割
が
自
転
車
盗
、
約
２
割

が
器
物
損
壊
と
車
上
ね
ら
い
で
す
。
車
上
ね

ら
い
と
は
、
駐
車
中
の
自
動
車
内
か
ら
金
品

を
盗
む
こ
と
を
さ
し
ま
す
。
部
品
ね
ら
い
も
、

同
様
に
駐
車
中
の
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な

ど
か
ら
部
品
を
盗
む
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

実
現
に
は
、
地
域
住
民
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

街
頭
犯
罪
の
発
生
を
抑
止
し
、
安
全
・
安
心

を
実
現
す
る
こ
と
は
、
警
察
の
力
だ
け
で
達

成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
自
分

た
ち
の
安
全
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

意
識
を
持
ち
、
地
域
に
お
け
る
自
主
防
犯
活

動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

長
く
続
け
る
秘
訣
で
す
。

不
審
者
対
策
も
地
域
の
力
で

　

犯
罪
者
は
、
犯
罪
行
為
に
時
間
が
か
か
っ

た
り
、
人
に
見
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
を
嫌
い

ま
す
。「
ご
近
所
の
眼
」
が
、
犯
罪
を
抑
止

し
ま
す
。
ご
近
所
と
常
日
ご
ろ
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
ご
近
所
付
き
合
い
が
防
犯
に
つ
な
が

る
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
地
域
内
で
の
声
掛
け
を
、
積
極

的
に
行
っ
て
み
る
の
が
効
果
的
で
す
。
通
学

路
、
公
園
な
ど
で
お
互
い
を
見
守
り
合
う
こ

と
で
、
人
の
目
が
確
保
さ
れ
、
不
審
者
や
落

書
き
な
ど
、
地
域
の
ち
ょ
っ
と
し
た
異
変
に

も
気
付
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

地
域
で
協
力
し
合
い
、
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

市
内
の
犯
罪
発
生
情
報
を
発
信
中

　

平
成
16
年
12
月
に
、「
藤
枝
地
域
安
全

ニ
ュ
ー
ス
の
配
信
」
を
開
始
。
ま
た
、
平
成

21
年
４
月
の
防
犯
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
と

同
時
に
携
帯
電
話
に
よ
る
一
斉
メ
ー
ル
「
パ

ス
＆
シ
ュ
ー
ト
メ
ー
ル
」
の
配
信
を
開
始
。

市
内
で
発
生
し
た
犯
罪
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

藤
枝
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

配
信
先
…
１
５
４
カ
所

発
行
回
数
…
１
４
３
回

（
平
成
22
年
１
月
１
日
〜
９
月
15
日
）

閲
覧
方
法
…
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
「
も
し
も

の
と
き
は
」
↓
防
犯
情
報

市
役
所
内
掲
示
場
所
：
１
階
ロ
ビ
ー
掲
示
板
、

１
階
東
館
掲
示
板
、
西
館
２
階
・
３
階

パ
ス
＆
シ
ュ
ー
ト
メ
ー
ル

登
録
人
数
…
１
３
０
６
人

配
信
件
数
…
１
１
０
回

（
平
成
22
年
１
月
１
日
〜
９
月
15
日
）

利
用
者
の
声

・「
訪
問
販
売
者
に
気
を
つ
け
て
」
と
い
う

内
容
の
も
の
が
配
信
さ
れ
、
数
日
後
、
同

じ
よ
う
な
訪
問
販
売
者
が
自
分
の
地
区
に

も
来
た
の
で
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
た
。

・
不
審
者
情
報
が
配
信
さ
れ
て
き
た
が
、
自

分
も
そ
の
不
審
者
を
目
撃
し
て
い
た
の
で
、

す
ぐ
に
通
報
で
き
た
。

・
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
に
注
意
を
呼
び
か

け
て
ほ
し
く
て
、
女
子
ト
イ
レ
内
で
不
審

な
動
き
を
す
る
男
を
目
撃
し
た
と
き
通
報

し
た
。

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

　

今
、
全
国
各
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

立
ち
上
が
り
、
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
自
主
防
犯
活
動
と

し
て
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
犯
広
報
、

防
犯
指
導
、
防
犯
診
断
、
子
ど
も
の
保
護
・

誘
導
、
危
険
個
所
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
の
自
主
防
犯
活
動
は
、「
無
理

　

車
上
ね
ら
い
や
部
品
ね

ら
い
は
も
ち
ろ
ん
、
忍
び

込
み
や
空
き
巣
な
ど
の
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

地
域
に
お
け
る
、
被
害
に

遭
い
に
く
い
環
境
づ
く
り

が
大
切
で
す
。

せ
ず
、
で
き
る
こ
と

か
ら
」
が
大
切
。
参

加
す
る
人
の
職
業
、

年
齢
、
性
別
な
ど
に

応
じ
て
行
う
こ
と
が
、

市
の
防
犯
活
動
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
に
「
藤
枝

・
幹
線
道
路
か
ら
裏
通
り
に
入
っ
た
住
宅
街

の
中
・
小
規
模
ア
パ
ー
ト
の
駐
車
場

し
な
」

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
飲
食
店

「
深
夜
は
車
が
た
く
さ

ん
止
ま
っ
て
い
る
の
に
、

人
の
出
入
り
は
少
な
い

し
、
連
続
犯
行
も
可
能

な
ん
だ
。
裏
通
り
は
、

道
路
も
複
雑
で
、
見
つ

か
っ
て
も
逃
げ
や
す
い

の
駐
車
場

「
特
に
深
夜
は
、
客
が
長
居
す
る
た
め
、
物

ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
つ
け
た
り
、
車
内
に
貴
重

品
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

を
盗
み
や
す
い
ん
だ
」

　

窃
盗
犯
は
、
人
目
に

つ
き
や
す
い
場
所
や
、

明
る
い
場
所
を
嫌
い
ま

す
。
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
駐
車
場
に
セ

市
防
犯
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
施
行
。
地
域

の
み
な
さ
ん
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
防
犯
活
動

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
犯
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

広
幡
・
藤
岡
・
葉
梨
・
大
洲
・
青
島
の
各

地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ〞

向
こ
う
三
軒
両
隣

り
〞
の
精
神
の
も
と
、「
防
犯
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
を
設
立
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
昼

間
や
夜
間
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
り
、

防
犯
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
り
し
て
、
防
犯
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
見
守
り
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

　

青
島
地
区
が
警
察
庁
か
ら
指
定
を
受
け
、

平
成
22
年
２
月
26
日
に
、
Ｊ
Ｒ
藤
枝
駅
周
辺

に
25
台
の
「
子
ど
も
見
守
り
カ
メ
ラ
」
を
設

置
。
危
険
か
ら
子
ど
も
を
見
守
る
シ
ス
テ
ム

と
し
て
稼
動
し
て
い
ま
す
。

防
犯
教
室
の
開
催

　

不
審
者
に
遭
遇
し
た
と
き
の
対
処
法
な
ど

を
紹
介
す
る
防
犯
教
室
を
、
市
内
の
小
学
校

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

防
犯
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

各
地
区
の
防
犯
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
代

表
者
や
自
治
会
連
合
会
の
各
支
部
長
、
警
察

関
係
者
な
ど
が
参
加
し
て
、
防
犯
ま
ち
づ
く

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
を
設
立
。
地

域
の
防
犯
に
関
わ
る
団
体
の
代
表
者
と
し
て
、

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
最
近
の
犯
罪
状
況
や
傾
向
、

防
犯
活
動
の
取
り
組
み
、
藤
枝
警
察
署
員
に

よ
る
管
内
の
犯
罪
の
傾
向
な
ど
に
つ
い
て
の

講
話
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

（表１）
市内の街頭犯罪発生概要

平成22年１月～８月

犯罪名 件数

自転車盗 134

器物損壊 82

車上ねらい 80

万引き 62

部品ねらい 24

忍び込み 20

置引き 19

自販機ねらい 11

空き巣 10

オートバイ盗 8

住居侵入 6

色情ねらい 6

ひったくり 5

強制わいせつ 1

合計 468

ご注意 こ
ん
な
と
こ
ろ
が
狙
わ
れ
る

静
岡
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ド
ロ
ボ
ー
の
ひ
と
り
言
」
よ
り



4広報ふじえだFujieda H22.10.55

▲知事表彰の市内３自治会の代表

▲新型車両の説明を受ける消防団員

▲消防組織の統合に向け準備会開催

▲中学生も参加し、放水訓練を体験

▲市長賞を受賞した是永さんの作品

Fujieda City News
藤の里ニュースネットワーク　

８
月
24
日
、
県
庁
で
河
川
・
海

岸
・
道
路
な
ど
の
愛
護
団
体
に
対

す
る
知
事
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
市
内
の
瀬
戸
谷
第
３
自
治

会
、
青
島
第
６
自
治
会
、
青
島
第

７
自
治
会
の
河
川
愛
護
３
団
体
が

岩
瀬
副
知
事
か
ら
表
彰
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
、

河
川
や
道
路
な
ど
の
美
化
活
動
に

尽
力
し
て
い
る
団
体
に
授
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。
本
年
は
、
県
内
全

体
で
、
河
川
・
海
岸
関
係
が
７
団

体
、
道
路
関
係
が
３
団
体
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
市
内
の
３
団
体
で

は
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、

自
主
的
に
堤
防
の
除
草
や
ご
み
拾

い
な
ど
、
河
川
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
河
川
課　

内
線
２
３
２

　

８
月
28
日
、
市
消
防
本
部
で
、

消
防
団
車
両
の
引
き
渡
し
式
を
行

い
ま
し
た
。
新
し
い
消
防
車
両
は
、

13
分
団
１
班
（
本
郷
地
区
）
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。
新
車
両
は
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
な
ど
の
消
火
用
資

機
材
を
は
じ
め
、
救
助
・
救
急
用

の
資
機
材
も
搭
載
し
た
最
新
式
の

消
防
車
両
で
す
。
国
費
に
よ
る
無

償
貸
与
で
の
配
備
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
13
分
団
１
班
で

使
用
し
て
い
た
車
両
は
、
11
分
団 

（
横
添
地
区
）へ
。
11
分
団
で
使
用 

し
て
い
た
軽
車
両
は
、
こ
れ
ま
で

消
防
車
両
が
無
く
、
災
害
時
に
孤

立
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
廻
沢
地

区
に
配
備
。
今
回
の
配
備
に
よ
っ

て
、
市
内
16
分
団
40
班
す
べ
て
に

消
防
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

問
消
防
総
務
課

☎
６
４
１
・
９
２
０
０

　

８
月
31
日
、
藤
枝
・
焼
津
の
両

市
で
つ
く
る
志
太
２
市
広
域
消
防

準
備
会
は
、
藤
枝
市
消
防
本
部
で

初
会
合
を
開
催
。
こ
れ
か
ら
の
方

向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

準
備
会
は
、
両
市
の
副
市
長
や

消
防
長
な
ど
８
人
で
組
織
。
広
域

化
に
関
す
る
協
議
や
調
査
・
研
究
、

「
広
域
消
防
運
営
計
画
案
」
作
成

を
行
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
両
市

の
関
係
職
員
を
含
め
、
約
40
人
が

出
席
。
規
約
や
設
置
す
る
専
門
部

会
、
協
議
事
項
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
両
市
長
や
消
防
団
長

ら
を
含
め
た
広
域
消
防
推
進
協
議

会
を
10
月
に
設
立
し
、
来
年
度
末
ま 

で
に
広
域
消
防
運
営
計
画
を
策
定
。

平
成
24
年
度
末
ま
で
に
両
市
の
消

防
組
織
を
統
合
す
る
予
定
で
す
。

問
消
防
総
務
課

☎
６
４
１
・
９
２
０
０

　

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
に
、

市
内
各
地
で
、
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
に
参
加
し

た
市
民
は
、
市
内
で
約
４
万
人
。

　

メ
ー
ン
会
場
の
青
島
中
学
校
で

は
、自
主
防
災
会
、消
防
団
員
、中
・

高
校
生
、
防
災
関
係
機
関
、
消
防

職
員
な
ど
約
１
２
０
０
人
が
訓
練

に
参
加
。
テ
ン
ト
設
営
や
炊
き
出

し
、
消
火
器
や
可
搬
ポ
ン
プ
に
よ

る
消
火
訓
練
に
、
真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

今
回
、
市
で
は
、
県
内
初
と
な

る
被
災
動
物
救
護
本
部
の
立
ち
上

げ
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。
県
獣

医
師
会
志
太
支
部
の
協
力
で
、
置

き
去
り
に
さ
れ
た
り
、
逃
げ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
ペ
ッ
ト
を
、
一
時

的
に
保
護
す
る
こ
と
を
想
定
し
、

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

問
危
機
管
理
課　

内
線
３
８
２

河
川
愛
護
団
体
知
事
表
彰

消
防
団
車
両
引
き
渡
し
式

志
太
２
市
広
域
消
防
準
備
会

市
内
各
地
で
総
合
防
災
訓
練

市
環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

３
自
治
会
が
受
賞

全
地
区
へ
の
配
備
完
了

消
防
組
織
統
合
を
本
格
化

被
災
動
物
の
保
護
も
想
定

市
長
賞
に
是
永
さ
ん

　

本
年
度
の
環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
、
市
内
の
小
学
校
か

ら
１
９
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
み
な
さ

ん
が
入
賞
し
ま
し
た
（
敬
称
略
・

学
年
は
い
ず
れ
も
４
年
生
）。

市
長
賞　

是
永
萌も

衣え

（
大
洲
小
）

議
長
賞　

榊
原
茜あ

か

里り

（
広
幡
小
）

教
育
長
賞　

細
田
楓ふ

う

菜な

（
高
洲
小
）

優
秀
賞　

大
畑
美み

悠ゆ

（
藤
枝
中
央
小
）

大
畑
実み

咲さ
き

（
青
島
東
小
）

西
内
唯ゆ

夏な

（
葉
梨
小
）

夏
目
萌も

え

花か

（
高
洲
小
）

木き

俣ま
た

朱あ
か

理り

（
青
島
北
小
）

井
脇
悠ゆ

う

太た

（
青
島
北
小
）

長
嶋
流る

佳か

（
朝
比
奈
第
一
小
）

　
入
賞
作
品
は
、
10
月
12
日
㈫
〜

26
日
㈫
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

展
示
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課　

内
線
４
１
２

区分 既定予算 ９月補正予算額 補正後予算額
一般会計 418億4,620万円 5億1,700万円 423億6,320万円

特別会計 254億9,730万円 3,690万円 255億3,420万円

企業会計 186億5,120万円 4,100万円 186億9,220万円

合計 859億9,470万円 5億9,490万円 865億8,960万円

平成22年度　９月補正予算の規模

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
助
成
に

 

９
０
０
万
円

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
助
成
に 

６
０
０
万
円

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
助
成

に 

２
１
０
０
万
円

　

乳
幼
児
の
ｂ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
菌
（
ヒ
ブ
）
に
よ
る
感
染
症
予
防
、

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
、
高
齢
者
の
肺

炎
予
防
の
た
め
、
３
つ
の
任
意
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
、
助
成
を
行
い

ま
す
。

主
な
項
目

①
健
康

80
人
分
の
雇
用
創
出
に

 

１
億
９
０
０
万
円

　

県
の
補
助
事
業
の
追
加
で
認
め

ら
れ
た
、
23
事
業
・
80
人
分
の
雇
用

を
新
た
に
創
出
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
修
繕
に

 

４
０
０
０
万
円

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
す
る

公
共
施
設
（
公
民
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
）
の
修
繕
を
行
い
、
安
全
で

快
適
な
公
共
空
間
を
整
備
し
ま
す
。

　

焼
津
市
長
と
の
ト
ッ
プ
会
談
で
確

認
し
た
、
焼
津
市
と
の
連
携
と
し
て
、

任
意
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
助
成
事

業
を
創

設
し
ま

す
（
健

康
の
項

目
に
前

掲
）。

主
な
項
目

主
な
項
目

市
役
所
庁
舎
の
省
エ
ネ
改
修
に

 

２
１
０
０
万
円

主
な
項
目

③
環
境

安
全
で
暮
ら
し
に
役
立
つ
道
路
の

整
備
に 

９
０
０
０
万
円

河
川
や
水
路
の
整
備
に

 

３
０
０
０
万
円

主
な
項
目

④
危
機
管
理

教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

に 

３
０
万
円

小
川
国
夫
文
学
の
資
料
展
示
に

 

１
９
０
万
円

　

子
ど
も
が
元
気
に
育
つ
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
小
・
中
学
校
の
教
職

員
の
専
門
的
な
研
修
を
行
い
ま
す
。

小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
を
充
実

す
る
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
の
新
規
雇
用
を
行
い
ま
す
。

　

学
校
・
地
域
・
行
政
が
連
携
し
、

「
教
育
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目
指
す

た
め
、
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

藤
枝
を
代
表
す
る
作
家
、
故
・

小
川
国
夫
さ
ん
の
書
棚
や
机
、
直
筆

原
稿
な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
活
用
し
、

文
学
館
に
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま

す
。

思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
を
育
む
た
め

に 

６
０
万
円

英
語
教
育
の
充
実
に

 

１
８
６
万
円

主
な
項
目

②
教
育

緊
急
雇
用
創
出
事
業
の

積
極
的
な
取
り
組
み

第
５
次
総
合
計
画
に
向

け
た
土
台
作
り
「
４
Ｋ

（
健
康
・
教
育
・
環
境
・

危
機
管
理
）
の
充
実
」

快
適
な
公
共
空
間
の
整
備

焼
津
市
と
の
連
携

基
本
方
針
は
４
つ

　

市
が
抱
え
る
課
題
に
、
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
、
補
正
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。
９
月
補
正
予
算
の
編
成
に

当
た
っ
て
の
基
本
方
針
は
、
次
の
４

つ
で
す
。

①
来
年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５
次
総

合
計
画
に
向
け
た
土
台
作
り
の
た

め
の
「
４
Ｋ
（
健
康
・
教
育
・
環

境
・
危
機
管
理
）
の
充
実
」

②
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
積
極
的
な

取
り
組
み

③
快
適
な
公
共
空
間
の
整
備

④
焼
津
市
と
の
連
携

　

具
体
的
な
予
算
項
目
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

平
成
22
年
度

９
月
補
正
予
算

市
で
は
、
喫
緊
の
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度

９
月
補
正
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
項
目
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
財
政
課　

内
線
３
５
２

▲焼津市長とのトップ会談
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防災編

　

多
く
の
人
的
被
害
が
予
想
さ
れ

る
東
海
地
震
。
し
か
し
、
消
防
・

警
察
・
市
役
所
な
ど
の
防
災
機
関

は
、
交
通
網
の
寸
断
な
ど
に
よ
り
、

初
期
の
救
済
活
動
が
制
限
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
「
自

助
・
共
助
」
が
不
可
欠
で
す
。
自

助
と
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
取
り

組
む
活
動
。
共
助
と
は
、
地
域
や

身
近
に
い
る
人
同
士
が
一
緒
に
取

り
組
む
活
動
で
す
。

自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
自
ら

が
無
事
で
な
け
れ
ば
、
地
域
や
身

近
に
い
る
人
同
士
で
助
け
合
う

「
共
助
」
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
地
震
な
ど
に
よ
っ
て
自

宅
倒
壊
の
心
配
は
無
い
か
、
家
の

中
な
ら
ば
身
の
安
全
を
確
保
で
き

る
か
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
地
震
対
策
の
中
で
、

ら
も
、
近
所
同
士
の
付
き
合
い
で

あ
る
昔
な
が
ら
の
「
向
こ
う
三
軒

両
隣
」
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
災

害
時
に
協
力
し
合
え
る
地
域
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
は
、
助

け
合
い
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
あ
な

た
の
住
む
自
宅
周
辺
を
災
害
か
ら

守
る
た
め
の
「
地
域
の
力
」
を
つ

け
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
心
掛
け
た
い
の
が
、
住
宅
の

耐
震
化
と
家
具
の
固
定
で
す
。
ま

た
、
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
軽
傷
で

あ
れ
ば
自
分
で
手
当
て
で
き
る
よ

大
地
震
　
そ
の
時
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

～
い
ち
ば
ん
頼
り
に
な
る
の
は
「
地
域
の
力
」
～

　

今
年
は
、
平
城
遷
都
か
ら
１
３

０
０
年
の
記
念
の
年
で
す
。
実
は
、

藤
枝
と
遠
く
は
な
れ
た
奈
良
の
平

城
京
と
の
間
に
は
、
深
い
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
し
た
。

カ
ツ
オ
ブ
シ
は
古
代
の
税

　

奈
良
時
代
、
地
方
か
ら
都
へ
税

と
し
て
送
る
品
物
は
、
郡
役
所
が

取
り
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
当
時
、

駿す
る
が
の
く
に

河
国
の
志
太
郡
や
益ま

し

頭ず

郡
（
現

在
の
藤
枝
・
焼
津
地
域
）
か
ら
は
、

特
産
品
の
カ
ツ
オ
ブ
シ
や
カ
ツ
オ

の
煮
汁
で
あ
る
「
煎い

ろ
り

」
を
税
と
し

て
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
煎
」
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
は
、
魚
か

ら
造
っ
た
し
ょ
う
ゆ
で
あ
る
「
魚ぎ

ょ

醤し
ょ
う

」
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

過
酷
だ
っ
た
都
へ
の
旅

　

税
の
品
々
は
、
い
っ
た
ん
郡
役

所
の
広
場
に
集
め
ら
れ
、
中
身
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
後
、
郡
内
に

暮
ら
す
男
性
た
ち
に
よ
っ
て
、
都

へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
往
路
18
日
、

復
路
９
日
。
旅
の
食
料
は
自
前

だ
っ
た
た
め
、
帰
り
の
道
中
に
餓

死
す
る
者
が
出
る
ほ
ど
、
過
酷
な

旅
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

壺
Ｇ
の
ふ
る
さ
と

　

平
城
京
に
つ
い
て
の
学
術
的
な

研
究
は
、
江
戸
時
代
末
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
以
来
、
た
く
さ
ん
の

遺
構
や
遺
物
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
土
器
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
代
の
考
古
学
者
た
ち
は
、
平

城
京
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
た
く
さ

ん
の
土
器
を
分
類
し
、
種
類
ご
と

に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
、
壺
Ａ
、

壺
Ｂ
、
壺
Ｃ
な
ど
と
名
付
け
ま
し

た
。小
さ
く
て
ス
リ
ム
な
壺
は「
壺

Ｇ
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
壺
Ｇ
は
、
志
太
郡
衙
跡
か

ら
も
出
土
し
て
お
り
、
市
内
の
助

宗
の
窯
な
ど
で
焼
か
れ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
先
に
述
べ
た

「
煎
」
を
税
と
し
て
平
城
京
へ
納

め
る
た
め
に
、
壺
Ｇ
が
使
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

10
月
10
日
㈰
、
藤
枝
市
と
焼
津

市
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
古
代
鰹

節
の
再
現
と
志
太
郡
衙
」
を
、

志
太
郡
衙
跡
で
開
催
し
ま
す
。

両
市
の
特
産
品
大
抽
選
会
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

えだっこじてん⑱

問文化財課　内線758

～さあ、いっしょに元気なまち藤枝づくり～
元気なまち藤枝づくり大賞を募集します！
問秘書課　内線303　 643･3604　 hisho@city.fujieda.shizuoka.jp

通史編上巻刊行記念　藤枝市史講座
問文化財課　☎645･1184

郷土博物館・文学館の催し
問郷土博物館・文学館　☎645･1100

　藤枝の古代史・中世史における新しい発見や研究成果など
を、テーマ別にわかりやすく紹介します（全４回）。
参加料／各回100円（資料代）
申し込み／電話で文化財課へ

第１回「映像でみる志太古墳紀行」
とき／ 11月６日㈯午後２時～４時
ところ／文学館・講座学習室
定員／ 90人（申込順）
講師／八木勝行さん（郷土博物館・文学館館長）

第２回「古代藤枝の都市計画」
とき／ 11月20日㈯午後２時～４時
ところ／青島北公民館・集会室
※志太郡衙跡での野外講座も行います。
定員／ 120人（申込順）
講師／矢田　勝さん（浜松市立神

か

久
く

呂
ろ

中学校教諭）

玉虫アクセサリーづくり
古くから縁起の良い虫といわ
れる、玉虫の貴重な羽で、ペ
ンダントトップを作ってみま
せんか（鎖は含まれません）。
とき／ 11月14日㈰
　午後１時30分～３時30分
ところ／郷土博物館・講座視聴覚室
定員／ 20人（申込順）　※大人のみ。
参加料／ 800円（直径約１㎝のペンダントトップ）
申し込み／ 10月15日㈮から、電話で郷土博物館へ

れんげじ池おはなし会
とき／ 10月16日㈯午後２時～３時
ところ／文学館・子ども学習室
内容／「まゆとりゅう」「せかいでいちばんつよい国」ほか
参加料／無料（申込不要）

う
、
最
低
限
の
救
急
用
品
も
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

近
所
の
助
け
合
い
が
大
切

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
家
屋

の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
た
ち
の
多

く
は
、
家
族
や
近
所
の
人
た
ち
に

助
け
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
、

病
弱
者
、
言
葉
や
習
慣
の
違
う
外

国
人
な
ど
は
、
災
害
発
生
時
、
自

力
で
の
避
難
が
困
難
で
す
。
こ
の

よ
う
な
、
災
害
発
生
時
に
身
近
な

健
常
者
の
支
援
や
援
助
が
必
要
な

人
た
ち
を
「
災
害
時
要
援
護
者
」

と
い
い
ま
す
。
健
常
者
で
も
、
災

害
発
生
時
の
ケ
ガ
な
ど
に
よ
り
、

災
害
時
要
援
護
者
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　
No.70

問
危
機
管
理
課　

内
線
３
８
３

ワ
シ
は
「
壺
じ
ぃ
」
じ
ゃ
。
国
指

定
史
跡
志
太
郡
衙
跡
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ん
じ
ゃ
。

よ
ろ
し
く
な
。

ワ
シ
の
顔
を
よ
く
見
て
く
り
ょ
う
。

「
壺
Ｇ
」
の
形
な
ん
じ
ゃ
よ
。

▲国指定史跡の志太郡
ぐん

衙
が

跡

▲出土した壺Ｇ

※応募用紙は、市役所受付・秘書課・岡部支所・文化セン
ター・各市立公民館にあります。市ホームページからも

ダウンロードできます。
表彰／受賞者には、市
長から表彰状とトロ
フィーを贈呈します。
受賞者は、広報ふじえ
だと市ホームページで
公表します。

対象／市民に元気や活力を与え、市や市内地域の知名度・
イメージ・活力の向上に貢献した取り組みを行った個人
または団体（自薦・他薦は問いません）
応募方法／ 11月30日㈫までに、所定の応募用紙に必要事
項を記入し、直接、または郵送・ファクス・Ｅメールで、
〒426‒8722市内岡出山1‒11‒1秘書課へ

ポ
イ
ン
ト

・
近
所
で
防
災
に
つ
い
て
話
し

合
う
機
会
を
作
る

・
緊
急
時
に
支
援
を
必
要
と
す

る
人
が
自
宅
に
い
る
場
合
は
、

近
所
や
地
元
の
自
主
防
災
会

な
ど
に
申
し
出
て
お
く

・
地
域
の
防
災
訓
練
や
会
合
に
、

進
ん
で
出
席
す
る

・
近
所
と
の
交
流
を
深
め
、
信

頼
関
係
を
築
く
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試験日／ 11月28日㈰
申し込み／ 11月５日㈮午後５時までに、試験申込書
に資格免許証の写しを添えて、直接または郵送で、
〒426‒8677市内駿河台4‒1‒11市立総合病院管理課へ
※詳しくは、管理課または人事課で配布する試験案内や
病院ホームページをご覧ください。

携帯メール講習会
問情報政策課　内線485

市立総合病院看護職・薬剤師正規職員募集
問市立総合病院管理課　☎646･1111

http://www.hospital.fujieda.shizuoka.jp　振り込め詐欺の被害を減らすため、シニア向け携帯電
話安全教室を行います。携帯電話の基本操作も学べます。
対象／中・高年齢の人
とき／ 11月26日㈮・12月３日㈮

午後１時30分～４時30分
※いずれか１日。
　受講日は選べません。

ところ／生涯学習センター
定員／各20人（抽選）
受講料／無料
申し込み／ 11月５日㈮（必着）までに、往復ハガキに
住所・氏名・年齢・電話番号、「携帯メール講習会受
講希望」と記入し、〒426‒8722市内岡出山1‒11‒1情報
政策課へ
※電子申請（市ホームページ）でも申し込みできます。
※講習会用の携帯電話は主催者側で用意します。個人で
お持ちの携帯電話と操作が異なる場合があります。

10月はごみ分別・資源化推進月間
問生活環境課　内線417

　市内で出される燃やすごみの中には、リサイクルでき
る「紙類」や「容器包装プラスチック」が、まだまだ含
まれています。混ぜればごみですが、分ければ資源です。
家庭からごみを出す前に、分別に心がけ、燃やすごみの
減量化・資源化に努めましょう。
　10月中は、生活環境課・自治会町内会・市環境衛生自
治推進協会が連携し、各地区のごみ集積所で啓発活動を
行います。みなさんのご理解とご協力をお願いします。
とき／ 10月１日㈮～ 29日㈮
ところ／各町内会の燃やすごみ集積所
※ごみ袋を開けて、中身を
チェックすることはあり
ません。

情
報

フ
ァ
イ
ル

看護職 薬剤師

対象

昭和40年４月２日以
降生まれで、看護師
免許がある人
（平成23年３月末日ま
でに免許取得見込み
の人を含む）

昭和45年４月２日以
降生まれで、薬剤師
免許がある人
（平成23年３月末日ま
でに免許取得見込み
の人を含む）

募集人員 20人程度 若干人

採用日 平成23年１月１日以降 平成23年４月１日

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

防
災
グ
ッ
ズ
出
展
者

一
日
里
親
み
か
ん
狩
り

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

エ
コ
バ
ッ
ク
作
り

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

絵
本
カ
バ
ー
や
英
字
新
聞
が
、
エ
コ

バ
ッ
グ
に
変
身
し
ま
す
。

▼
対
象
／
小
学
生
以
上　

▼
と
き
／

11
月
６
日
㈯
午
後
１
時
〜
２
時　

▼
と 

こ
ろ
／
岡
出
山
図
書
館　

▼
定
員
／

40
人
（
申
込
順
）　

▼
持
ち
物
／
は

さ
み
、
定
規
、
水
の
り　

▼
申
し
込

み
／
10
月
16
日
㈯
〜
20
日
㈬
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
に
、
電
話
で
岡

出
山
図
書
館
へ☎

６
４
３
・
３
４
８
９

10
月
24
日
㈰
ま
で
に
、
電
話
で
藤
の

瀬
会
館
へ　

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

焼
津
市
・
島
田
市
に
住
ん
で
い
て
市

内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
20
歳
以

上
の
人　

▼
と
き
／
11
月
21
日
㈰
午

前
９
時
〜　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
体

育
館　

▼
チ
ー
ム
編
成
／
監
督
１

人
、
選
手
８
人
ま
で
（
コ
ー
ト
内
の

選
手
４
人
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
２

人
は
女
性
）　

▼
定
員
／
48
チ
ー
ム

（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
１
チ
ー
ム

千
円　

▼
申
し
込
み
／
11
月
８
日
㈪

ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ　

内
線
７
７
４

６
４
３
・
３
３
２
７

せ
と
や
ま
る
か
じ
り
で
の
受
付
や
ス

タ
ッ
フ
の
補
助
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
／
18
歳
〜
65
歳
の
人　

▼
と

き
／
11
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰　

午
前

８
時
〜
午
後
４
時　

※
11
月
上
旬
に

事
前
説
明
会
を
開
催
。　

▼
と
こ 

ろ
／
藤
の
瀬
会
館　

▼
定
員
／
10
人 

▼
参
加
特
典
／
瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く

入
館
券
、せ
と
や
っ
こ
田
舎
コ
ン
ニ
ャ

ク
１
個
、
せ
と
や
コ
ロ
ッ
ケ
３
個
を

差
し
上
げ
ま
す　

▼
申
し
込
み
／ 

▼
と
き
／
11
月
３
日
㈷
午
前
８
時
45

分
〜　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
体
育
館 

▼
チ
ー
ム
編
成
／
１
チ
ー
ム
３
人
で

登
録
は
６
人
ま
で
（
中
学
生
以
下
の

み
は
、
保
護
者
同
伴
）　

▼
定
員
／ 

24
チ
ー
ム（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／ 

１
チ
ー
ム
千
円　

▼
申
し
込
み
／
10

月
22
日
㈮
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

内
線
７
７
４

６
４
３
・
３
３
２
７

防
災
展
へ
の
防
災
グ
ッ
ズ
出
展
企
業

を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
／
11
月
15
日
㈪
〜

19
日
㈮
…
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル
、
12

月
５
日
㈰
…
地
域
防
災
訓
練
メ
ー
ン

会
場
（
高
洲
小
学
校
）　

▼
定
員
／ 

３
社
程
度
（
抽
選
）　

▼
申
し
込 

み
／
10
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

危
機
管
理
課
へ　

内
線
３
８
２

▼
対
象
／
里
親
希
望
者
、
里
親
制
度

に
興
味
が
あ
る
人　

▼
と
き
／
11
月

７
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
雨

天
の
場
合
は
14
日
㈰
）　

▼
と
こ
ろ
／ 

柑か
ん

康こ
う

園え
ん

（
岡
部
町
子
持
坂
）　

▼
定

員
／
10
人
（
抽
選
）　

▼
参
加
料
／

無
料　

▼
申
し
込
み
／
10
月
28
日
㈭

ま
で
に
、
電
話
で
中
部
地
区
里
親
会

事
務
局
へ　

☎
２
８
６
・
９
２
３
６

▼
と
き
／
11
月
５
日
㈮　

▼
開
催
時

間
・
対
象
／
①
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
・
生
後
５
カ
月
〜
１
歳
く
ら
い
の

子
と
そ
の
保
護
者
、
②
午
前
11
時
10

分
〜
11
時
40
分
・
１
歳
〜
３
歳
く
ら 

い
の
子
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
こ
ろ
／ 

駅
南
図
書
館　

▼
定
員
／
各
15
組（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申 

し
込
み
／
電
話
で
駅
南
図
書
館
へ

☎
６
３
６
・
４
８
０
０

せ
と
や
ま
る
か
じ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

野
焼
き
は
法
律
違
反

労
使
ト
ラ
ブ
ル
相
談

野
焼
き
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
年
以

下
の
懲
役
、
も
し
く
は
一
千
万
円
以

下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
併
科
に
科

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
な
ど
を
燃
や
す
と
、
悪
臭
が
洗

濯
物
に
付
着
し
た
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し
た
り

し
て
、
周
辺
に
住
む
人
の
迷
惑
で
す
。

例
外
に
あ
た
る
場
合
も
、
苦
情
が
あ

れ
ば
行
政
指
導
の
対
象
で
す
。

問
生
活
環
境
課　

内
線
４
１
７

労
使
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
を
円
満
に
解
決
す
る
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
。
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
県
労
働
委
員
会

☎
２
２
１
・
２
２
８
６

内
に
は
４
人
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
浅
羽
信
雄
さ
ん　
（
郡
一
）

☎
６
４
１
・
３
５
６
２

▼
向
島
す
ゞ
さ
ん　
（
岡
出
山
一
）

☎
６
４
１
・
６
６
２
０

▼
河
原
崎
將す

す
む

さ
ん　
（
善
左
衛
門
三
）

☎
６
３
５
・
０
３
７
９

▼
髙
橋
美
佐
代
さ
ん（
岡
部
町
内
谷
）

☎
６
６
７
・
０
１
７
６

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー  

内
線
６
７
２

10
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰
は
、
行
政
相

談
週
間
で
す
。
国
・
県
・
市
の
行
政

機
関
に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の

苦
情
・
要
望
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
を

お
聞
き
し
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組

む
の
が
「
行
政
相
談
」
で
す
。
窓
口

と
な
る
行
政
相
談
委
員
は
、
民
間
の

有
識
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
、
市

10
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰
の
２
日
間（
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）、
院
内

電
気
設
備
の
精
密
点
検
の
た
め
、
停

電
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
立
総
合
病
院
経
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

11
月
か
ら
、
志
太
榛
原
地
域
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
（
瀬
戸
新
屋
３
６
２‒

１
）
の
診
療
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
診
療
時
間
／
月
曜
〜
木
曜
日
…
午

後
７
時
30
分
〜
10
時
、
金
曜
〜
日
曜

日
…
午
後
７
時
30
分
〜
翌
日
午
前
７

時　

▼
診
療
科
目
／
内
科
・
小
児
科

※
受
診
の
際
は
、
保
険
証
・
こ
ど
も

医
療
費
受
給
者
証
・
後
期
高
齢
者

被
保
険
者
証
・
高
齢
受
給
者
証
と

服
用
中
の
薬
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
志
太
榛
原
地
域
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
６
４
４
・
０
０
９
９

市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
」
と
し
て
藤
枝

東
部
地
区
の
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
ま
で
の
状
況
を
ま
と
め
た

事
後
評
価
原
案
を
公
表
し
ま
す
。

▼
と
き
／
10
月
５
日
㈫
〜
11
月
１
日

㈪
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
と
こ

ろ
／
道
路
課
、
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

※
事
後
評
価
原
案
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
道
路
課　

内
線
２
７
４

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

都
市
再
生
整
備
計
画

事
後
評
価
原
案
の
公
表

行
政
相
談
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

市
立
総
合
病
院

10
月
10
日
・
17
日
停
電

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

金
〜
日
曜
日
は
翌
朝
ま
で

講師／安永聡太郎さん（サッカー解説者）
定員／親子100組（抽選）
持ち物／ボール（どんな種類のボールでも可）、水筒、タオル
申し込み／ 10月29日㈮までに、ハガキまたはファクス・E
メールに郵便番号・住所・参加者全員の氏名・年齢・性
別・電話番号、「藤枝会場」と記入し、〒422‒8670ハッピー
ス!!プロジェクト「子育て応援キャラバン」係へ
　 284・9019　 kikaku@shizuokaonline.com
※当日は、テレビや新聞などの取材があります。

　しつけや基本的な生活習慣の身に付け
方、体と心の成長について、親子体操や
遊びを通して、一緒に学びませんか。
対象／年少～小学校２年生とその親
とき／ 11月20日㈯午前10時～ 11時30分
ところ／蓮華寺池ホール

ハッピース!!プロジェクト
「子育て応援キャラバン」

問生涯学習課　☎643･3047

▲安永聡太郎さん
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情
報

フ
ァ
イ
ル

　市議会では、開かれた議会を目指
し、議会改革に取り組んでいます。
その一環として、議会活動の内容を
市民のみなさんにお知らせし、ご意
見を伺う議会タウンミーティングを
開催します。どなたでも参加できま
す。
とき・ところ／
10月30日㈯…駅南図書館
11月７日㈰…生涯学習センター
いずれも午後２時～３時30分
※申込不要。直接、会場へお越しく
ださい。

　来年度から、第５次藤枝市総合計
画（スマイルプラン）がスタートし
ます。それに先駆け、「生き生きトー
ク」市長と語る会を開催します。
とき・ところ／
10月19日㈫…岡部公民館
10月25日㈪…高洲公民館
11月１日㈪…市役所５階大会議室
いずれも午後７時～８時30分

※申込不要。直接、会場へお越しく
ださい。

事務員
対象／短大卒以上で、医療事務･経
理事務の経験がある人
仕事内容／夜間の患者受付事務、昼
間の経理･渉外事務など
看護師
対象／看護師の免許がある人
仕事内容／夜間の医師診療の介助･
看護、医療機器の操作など
※詳しくはお問い合わせください。

議会タウンミーティング
問議会事務局　内線513

「生き生きトーク」
市長と語る会
問広報課　内線305

▼昨年の様子 ▼救急医療センター

救急医療センター職員募集
問志太榛原地域救急医療センター

☎644･0099

▼
防
犯
と
い
う
と
、
警
察
の
仕
事
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
犯
罪
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
「
自
ら
・
う
ち
か
ら
・

地
域
か
ら
」
実
行
で
き
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
実
際
、
藤
枝
市

内
で
は
、
多
く
の
自
主
防
犯
活
動
団

体
が
地
域
の
安
全
の
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
お
か
け
で
、
市
内
の
犯
罪

件
数
は
年
々
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
、

防
犯
の
輪
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る

の
を
実
感
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
ま
ず
は
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
そ
の
第
一
歩
は
、
自
分
の
住
む

地
域
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。

市
民
協
働
課　

広
報
委
員

▼
庭
先
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
虫
の
音

が
、
秋
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
一
層

元
気
に
響
い
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
そ
の
演
奏
者
の
捜
索
に
必
死
。

そ
ん
な
に
虫
が
見
た
い
の
な
ら
ば
と
、

市
内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
へ
出
掛
け
ま
し

た
。
空
に
は
ア
キ
ア
カ
ネ
、
草
む
ら

に
は
ヤ
ブ
キ
リ
、
池
に
は
ゲ
ン
ゴ
ロ

ウ
。
子
ど
も
の
目
に
は
、
見
慣
れ
な

い
虫
た
ち
が
、
め
ず
ら
し
い
プ
ラ
モ

デ
ル
の
よ
う
に
映
る
の
で
し
ょ
う
か
。

壊
れ
や
す
い
命
を
、
自
然
と
や
さ
し

く
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
市
街
地
で
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
生
物
の
多
様
性
と
、

そ
れ
に
影
響
さ
れ
る
生
態
系
。
庭
先

の
虫
の
音
は
、
合
唱
で
は
な
く
、
警

鐘
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　

○克

編

集
後
記

県
私
学
音
楽
祭

藤
枝
北
高
校　

自じ

彊き
ょ
う

祭さ
い

島
田
工
業
高
校　

島
工
祭

東
海
道
の
変
遷
や
魅
力
に
つ
い
て
、

歴
史
学
者
や
民
俗
学
者
が
語
り
ま
す
。

▼
と
き
／
10
月
23
日
㈯
午
後
１
時
〜

４
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
ホ
ー
ル
お

か
べ　

▼
内
容
／
基
調
講
演
、
史

跡
「
東
海
道
宇
津
ノ
谷
峠
越
」
発
掘

調
査
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン　

▼
講
師
／
山
本
光
正
さ
ん

（
前
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
）、

渡
辺
和
敏
さ
ん
（
愛
知
大
学
教
授
）、

松
田
香
代
子
さ
ん
（
日
本
大
学
非
常

10
月
18
日
か
ら
、
生
物
多
様
性
に
関

す
る
国
際
会
議
が
名
古
屋
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
人
間
は
、
多
く

の
生
き
物
の
お
か
げ
で
、
豊
か
な
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
身
の
回
り
に

い
る
生
き
物
の
大
切
さ
を
知
り
、
生

物
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課　

内
線
４
１
６

生
物
多
様
性
と
は

　

地
球
上
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
動
物
や
植
物
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
は
約
３
千
万
種
、
日
本
に
は

知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
約
９
万
種
の

生
物
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
生
物
は
、海
や
川
、森
、

土
の
中
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
生
態
系

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
と
は
、
生
物
の
種
類

の
多
さ
と
、
そ
の
生
物
に
よ
っ
て
成

り
立
つ
生
態
系
の
豊
か
さ
が
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
保
た
れ
て
い
る
状
態
を
い

い
ま
す
。

毎
年
４
万
種
が
絶
滅

　

１
９
７
５
年
以
降
、
地
球
上
で
は

森
林
開
発
や
環
境
汚
染
な
ど
が
影
響

し
、
毎
年
約
４
万
種
の
生
物
が
絶
滅

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
経

済
成
長
を
目
指
す
社
会
は
、
生
物
多

様
性
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て

き
ま
し
た
。

自
然
環
境
を
保
つ
た
め
に

　

藤
枝
市
に
は
、
ま
だ
ま
だ
豊
か
な

自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
カ
ワ
バ

タ
モ
ロ
コ
な
ど
絶
滅
が
心
配
さ
れ
る

生
物
も
存
在
し
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
を
保
つ
た
め
に
は
、

生
命
を
育
ん
で
き
た
里
・
山
・
川
・

海
の
環
境
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、「
生
き
物
に
興
味

や
関
心
を
持
つ
」「
外
来
生
物
を
自

然
に
放
さ
な
い
」「
地
球
温
暖
化
防

止
に
努
め
る
」「
空
気
や
水
を
汚
さ

な
い
」
な
ど
が
大
切
で
す
。
自
然
に

恵
ま
れ
た
環
境
を
次
の
世
代
に
残
す

た
め
、
自
然
と
共
生
す
る
社
会
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

勤
講
師
）
ほ
か　

▼
入
場
料
／
無
料

※
申
込
不
要

問
街
道
・
文
化
課　

内
線
７
４
８

▼
と
き
／
10
月
30
日
㈯
午
後
１
時
〜

５
時　

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝
順
心
中
学

校
・
高
校
講
堂　

▼
内
容
／
私
立
中

学
校
・
高
校
の
生
徒
に
よ
る
演
奏 

▼
入
場
料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
藤
枝
明
誠
中
学
校
・
高
校
（
江
川

宛
）　
　

☎
６
３
５
・
８
１
５
５

▼
と
き
／
11
月
６
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時　

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝

北
高
校　

▼
内
容
／
文
化
部
発
表
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
展
、
お
茶
・
手
作
り

み
そ
の
販
売
な
ど　

▼
入
場
料
／
無

料　

▼
持
ち
物
／
ス
リ
ッ
パ

問
藤
枝
北
高
校☎

６
４
１
・
２
４
０
０

▼
と
き
／
11
月
６
日
㈯
午
前
11
時
〜

午
後
２
時
45
分　

▼
と
こ
ろ
／
島
田

工
業
高
校　

▼
内
容
／
学
科
・
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
・
部
活
の
作
品
展
、
食
品

販
売
な
ど　

▼
入
場
料
／
無
料

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
島
田
工
業
高
校

☎
０
５
４
７
・
３
７
・
４
１
９
４

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

ゆ
ら
く
寄
席

県
防
火
の
つ
ど
い

古
き
良
き
昭
和
の
岡
部
展

糖
尿
病
勉
強
会
・
相
談
会

温
泉
入
浴
後
、
落
語
を
聴
き
な
が
ら

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
10
月
15
日
㈮
午
後
２
時
〜

３
時
、
午
後
５
時
〜
６
時
（
２
回
公

演
）　

▼
と
こ
ろ
／
瀬
戸
谷
温
泉
ゆ

ら
く　

▼
出
演
者
／
柳
家
小
は
ん
さ

ん　

▼
定
員
／
１
６
０
人（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
。
入
館
料
が
必
要
で
す
。

問
瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く

☎
６
３
９
・
１
１
２
６

▼
と
き
／
10
月
30
日
㈯
午
後
１
時
〜 

４
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
会
館 

▼
内
容
／
藤
枝
西
幼
稚
園
・
城
南
保

育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
前
島
保

育
園
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
・
Ｆ
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
市
消
防

団
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
、
消
防
車
両

の
展
示
な
ど　

▼
入
場
料
／
無
料 

※
申
込
不
要

問
消
防
本
部
予
防
課

☎
６
４
１
・
５
０
０
０

昭
和
30
年
〜
40
年
代
に
か
け
て
の
岡

部
や
朝
比
奈
の
風
景
、
生
活
や
行
事

を
撮
影
し
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き
／
10
月
23
日
㈯
〜
11
月
14

日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
11
月
14
日
以
外
の
日
曜
日
を
除
く
） 

▼
と
こ
ろ
／
岡
部
支
所　

▼
入
場 

料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
岡
部
支
所

☎
６
６
７
・
３
４
１
１

▼
と
き
／
10
月
26
日
㈫
午
後
４
時
〜

５
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病

院
２
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス　

▼
内 

容
／
糖
尿
病
の
運
動
療
法
に
つ
い
て 

▼
講
師
／
井
上
幸
子
・
理
学
療
法
士

▼
受
講
料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
市
立
総
合
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
６
４
６
・
１
１
９
３

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
海
道
の
魅
力

　本市の環境を、よりよい状態で次世代に引き継ぐため、
長期的展望に立った環境施策の基本的な方向性を示した
「基本計画」の原案がまとまりました。この基本計画案
へのパブリックコメントを募集します。
対象／市内に住んでいるか、通勤・通学している人。市
への納税義務がある人。本事案に利害関係を有する人
募集期間／ 10月６日㈬～ 11月９日㈫
公表方法／生活環境課、行政情報コーナー、岡部支所、
文化センター、各市立公民館、市ホームページ
意見提出方法／意見書に住所・氏名・電話番号・計画に
対する意見を記入し、直接または郵送・ファクス・E
メール・電子申請で、〒426‒8722市内岡出山1‒11‒1生
活環境課へ
※匿名や電話でのご意見は受け付けません。
※ご意見に対する考え方は、市ホームページなどで公表
しますが、個別には回答しません。

環境基本計画パブリックコメント
問生活環境課　内線413

kankyo@city.fujieda.shizuoka.jp

生物多様性
～地球のいのち
つないでいこう～

生態系の多様性
山や川、海など生き物の暮らす
場所ごとに異なる生態系が存在

遺伝子の多様性

３つの多様性

種類の多様性
同種でも、姿・形・
病気への耐性など、
遺伝子により個体
差がある

同じ生態系の中に、
さまざまな種類の
動物や植物が生息
する

藤枝市周辺の絶滅が心配される生物

体長約５㎝。日本固
有種で、生息地の東
限は薮田川とされる。
産卵期にオスの体が
黄金色になる。

カワバタモロコ（コイ目コイ科）

体長約６㎝の小型の
ドジョウで、流れの
緩やかな小川や水路
に生息。腹部が赤く、
全体がずんぐり。

ホトケドジョウ（コイ目ドジョウ科）

草丈10 ～ 15㎝の多
年草。山地の明るい草
原に生育。３～５月
に、スミレ類では珍
しい黄色い花が咲く。

キスミレ（スミレ目スミレ科）
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憲法に学ぶつどい

新米もちつき大会

第６回公開講座・作業療法体験

田沼ふれあい楽市

高草山ハイキング

いっぽの会　福祉講演会

第１回家族介護教室

瀬戸てくてくウオーキング

福祉コミュニティ講座

認知症介護を考える

親子里山ハイキング

芸能大会

秋の山野草盆栽展示会

コスモスイベント

催　　し催　　し催　　し

募　　集募　　集募　　集

サービスもあります。

▼とき／10月31日㈰午前８時30分〜	
午後３時（受け付けは午前７時30
分から）　 ▼ 集合場所／三輪スポーツ
広場（岡部町三輪）　 ▼持ち物／弁当、
水筒　 ▼参加料／無料　※申込不要
問岡部第３自治会（中村宅）
	 ☎667･3159

1500円）　 ▼ 持ち物／水筒、タオル、
レジャーシート、保険証の写し、雨具	

▼ 申し込み／ 10月22日㈮までに、
ファクスまたはＥメールでエコエデュ
自然学校へ
	 ☎263･2866　 263･2867

eco-edu21@ninus.ocn.ne.jp

▼とき／11月３日㈷午後１時30分〜	
４時　 ▼ ところ／生涯学習センター	

▼演題／韓国併合百年にさいして東ア
ジアの平和を考える　 ▼入場料／無料	
※直接、会場へお越しください。
問志太・憲法を大切にしよう会（塚本
宅）	 ☎635･8296

▼ 対象／３歳〜小学生とその親（小学
校３年生以下は保護者同伴）　 ▼とき／ 
10月24日㈰午前９時30分〜午後２
時　 ▼ ところ／びく石ふれあい広場	

▼ 定員／ 20組　 ▼ 参加料／大人・
子どもとも１人目千円、２人目以降
500円（子どものみでの参加は１人

▼ とき／ 10月24日㈰午前10時〜午
後４時　 ▼ところ／男女共同参画セン
ターあざれあ（静岡市駿河区）　 ▼ 内 
容／うつ病に対する正しい知識と予
防・治療・リハビリテーション法の説
明　 ▼ 講師／平田豊明さん（県立こ
ころの医療センター院長）、岡崎渉さ
ん（NTT東日本関東病院作業療法士）	

▼参加料／無料　※直接、会場へお越
しください。
問あおばケアガーデン（鈴木宛）
	 ☎0537･48･0002

▼とき／10月31日㈰午前９時30分〜	
午後３時（雨天の場合は11月３日㈷）

▼ところ／駅南公園　 ▼内容／フリー
マーケット、餅つき、青島中学校生徒
による合唱、田沼魁太鼓の演奏など
問田沼ふれあい楽市実行委員会（高橋
宅）	 ☎635･0066

豚汁やミカン、甘酒、お茶などの無料

▼とき／11月６日㈯午後１時30分〜	
３時30分　 ▼ ところ／生涯学習セン
ター　 ▼演題／認知症とは？予防を考
えよう　 ▼講師／矢富直美さん（㈶東
京都健康長寿医療センター研究所研究	
員）　 ▼ 定 員 ／ 380人　 ▼ 参 加 料 ／
300円（資料代）　 ▼ 申し込み／ 11
月５日㈮までに、電話またはファクス
で、いっぽの会（間島宅）へ
	 ☎ 641･8706

▼ 対象／高齢者を介護している家族	

▼ とき／ 10月30日㈯午前10時〜	
11時15分（受け付けは午前９時30
分から） ▼ところ／生涯学習センター

▼内容／介護でココロが疲れないため
のストレス解消に関する講話とグルー
プワーク　 ▼定員／ 20人 　 ▼申し込
み／ 10月25日㈪までに、電話でグ
リーンヒルズ藤枝へ	 ☎639･1212

▼とき／ 10月31日㈰午前10時〜午	
後２時（雨天の場合は11月28日㈰）

▼ 集合場所／市観光協会前（JR藤枝
駅北口）　 ▼ 内容／千貫堤・瀬戸地域
の歴史探訪　 ▼定員／ 50人　 ▼持ち
物／弁当、水筒　 ▼申し込み／ 10月
25日㈪までに、電話で染飯千貫保存
会（岩本宅）へ	 ☎641･5797

▼ 対象／地域活動などを実践してい
る人、関心のある人　 ▼とき／ 10月
24日㈰・11月28日㈰・12月12日
㈰、平成23年１月16日㈰・２月13
㈰　いずれも午後１時〜４時　 ▼とこ
ろ／ハルモニア（青葉町）ほか　 ▼内
容／基調講演、シンポジウム、ワーク
ショップなど　 ▼定員／ 30人　 ▼参
加料／無料　 ▼ 申し込み／ 10月14
日㈭までに、電話またはファクスでハ
ルモニアへ
	 ☎637･2111　 634･0031

▼対象／認知症の人を介護している人
など　 ▼ とき／ 10月21日㈭午後１
時30分〜（開場は午後１時）　 ▼ と
ころ／焼津市社会福祉会館　 ▼内容／
認知症の介護を精神的にサポートする
ヒントを盛り込んだ漫談と講談　 ▼定 
員／ 320人　 ▼ 申し込み／焼津市社
会福祉協議会（焼津市大覚寺）で配布
している入場整理券が必要です
問焼津市認知症家族会ひまわりの会事
務局	 ☎080･5164･6123 ▼対象／市内に住んでいる小学生とそ

の親　 ▼とき／ 11月７日㈰午前８時
30分〜午後２時　 ▼ 集合場所／蓮華
寺池広場（藤枝西高跡地）　 ▼ 定員／ 
250人（申込順）　 ▼ 参加料／無料	

▼ 持ち物／弁当、水筒、お椀、はし、
雨具　 ▼ 申し込み／ 10月29日㈮ま
でに、電話またはファクスで藤枝ライ
オンズクラブ事務局へ
	 ☎643･3874　 645･1215

▼とき／ 10月21日㈭午前10時〜午
後４時　 ▼ところ／市民ホールおかべ

▼内容／民舞、カラオケ、マジックな
ど　 ▼入場料／無料　※申込不要
問島田年金受給者協会藤枝支部（市川
宅）	 ☎643･3709

▼ とき／ 10月23日㈯・24日㈰　午
前９時〜午後５時（24日は午後３時
まで）　 ▼ ところ／大洲公民館　 ▼ 入
場料／無料　※申込不要
問山野草盆栽愛好会（杉山宅）
	 ☎637･2511

▼とき／10月24日㈰午前８時30分〜	
午後３時30分　 ▼ ところ／岡部町殿
地区内コスモス畑　 ▼内容／物産品・
切り花の販売、フォトコンテスト、俳
句の投稿など
問殿コスモスを咲かせてみよう会（杉
本宅）	 ☎668･0639

ま
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道路活用社会実験道路活用社会実験

秋

問中心市街地活性化推進室　☎641･3366

今日は休日。さあ、秋色のトンネルを歩こう

とき／ 10月15日㈮・22日㈮および
10月16日㈯〜 11月14日㈰の土曜日・日曜日

ところ／瀬戸川左岸道路
（歩行者天国区間：勝草橋〜金吹橋）

車両通行規制時間／午前７時〜午後７時
その他／駐車場はありません。公共交通機関をご
利用ください。

イベントスケジュール

【10月30日㈯】（雨天順延）
「ツリークライミング体験会  大樹の響き」
開催時間／午前10時〜午後３時30分
内容／ロープと安全帯を使ってエノキの大木登り
にチャレンジ
問ツリクラ響

ひ び き

樹　 green.f@poplar.ocn.ne.jp

【11月６日㈯・７日㈰】
「せとがわの遊人集まれ！」
開催時間／午前８時〜午後３時30分
内容／ヨモギ石磨き、シュロの葉のバッタ作り、
瀬戸川の自然素材を使った遊び体験など
問瀬戸川フォーラム　☎0547･36･0706

「奇想天外　瀬戸川元気天国」
開催時間／午前10時〜午後３時30分
内容／竹とんぼ・風車作り、「仮装！濡れずに瀬
戸川越えコンテスト」など
問志太エコクリエイト　☎643･7205

※11月６日㈯　さわやかウオーキング「新発見！
ふじえだ街道ウオーキング」（JR東海が開催）

【11月13日㈯】（雨天順延）
「瀬戸川ふれあい健康まつり」
開催時間／午前９時〜午後２時
内容／ふれあい交流イベント、健康増進事業など
問藤枝公民館（藤枝地区社協事務局）☎646･3211

「ゆかいな仲間とチャレンジしよう！」
開催時間／午前９時〜午後４時30分
内容／ペンシルバルーン・マイ箸作り、火おこし
体験、竹ひごで遊ぼうなど

問木町を良くする会	KYK　☎641･5750	

　こもれびの道は、道路の遊歩道化に向けた社会実験で
す。車両の通行規制に、ご理解とご協力をお願いします。
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紙のそろばん（１階）
持ち運びに便利な和紙のそろば
ん。一見の価値あり。

帳場（１階）
「いらっしゃい」昔は旅人を。今
は、入館者をお出迎え。

本座敷（１階）
一番上等な客室。部屋からは庭
が一望。秋は紅葉も楽しめます。

つり大戸（１階）
時代劇でおなじみ。どう開くか
は、来てのお楽しみ。

旅人の着物（２階）
着れば、気分は弥次さん・喜多
さん。旅に出たくなります。

水
すい

琴
きん

窟
くつ

この音を聴きにくるだけでも価
値あり。癒やされます。

和食処　一祥庵
地場産の野菜がたっぷり、岡部
の味覚を提供します。

四季の小鉢膳 1,955円

Fujieda H22.10.5 広報ふじえだ

国登録有形文化財

柏屋
開館10周年

大旅籠
☎667･0018お お は た ご か し ば や

　大旅籠柏屋の歴史
　旅籠とは、江戸時代の宿屋。街道を旅する武士や商人、
神社詣での庶民などに、食事と寝床を提供しました。岡
部宿の代表的な旅籠である柏屋は、その規模から大旅籠
に分類されます。東海道の難所・宇津ノ谷峠を越えてき
た旅人、これから越えようとする旅人の多くが宿泊し、
にぎわっていました。
　現在の柏屋は、天保７年（1836）建築。平成７年か
ら５年間の修復を経て、平成12年に歴史資料館として
オープンしました。
　柏屋は、全国的にも貴重な江戸時代の建物として、平
成10年に国の登録有形文化財に登録。本年３月19日に
は入館者20万人を達成しました。
　大旅籠柏屋の施設
主屋歴史資料館
　つり大戸をくぐれば、たちまち江戸時代にタイムス
リップ。１階では、柏屋のおかみさんと弥次さん・喜多
さんの会話が楽しめ、当時の旅籠が体感できます。２階
の客間は、パネル展示などの情報コーナーになっている
ほか、江戸時代の衣装を着ることもできます。

　開館時間／午前９時～午後５時
　　※入館は午後４時30分まで。
　休館日／月曜日、祝日の翌日、年末年始
　入館料／ 300円（中学生以下無料）
ギャラリーなまこ壁
　貸ギャラリーとして、どなたでもご利用いただけます。
　開場時間／午前９時～午後７時　使用料／１日3,150円
体験工房・夢の路
　本物の自然素材を使って、あなただけの「ざる豆腐」
や「柏餅」の手作り体験ができます。
　開場時間／午前９時～午後５時
　体験料／ 500円（別途材料費）　※要予約
和食処 一

い っ

祥
しょう

庵
あ ん

　☎667･5215
　地場の食材を使った、四季の小鉢膳など、旬の味を取
り揃えたレストランです。
　営業時間／午前11時～午後４時、午後５時～９時30分
（午後５時以降は予約制）

物産館かしばや　☎667･5211
特産品や民芸品、工芸品などを販売しています。
営業時間／午前９時～午後５時

開館10周年記念イベント
※☆は、申し込みが必要です。10月12日㈫から電話で大旅籠柏屋へ。
※参加料・入館料の記載のないイベントは、入館料300円が必要です。
柏屋10年の足跡写真展
　とき／ 10月19日㈫～31日㈰　午前９時～午後５時
　ところ／ギャラリーなまこ壁

☆＜十三夜＞月見団子づくり体験
　とき／ 10月20日㈬午前９時30分～11時・午後１時30分～３時
　ところ／体験工房・夢の路　定員／各12人（申込順）　参加料／ 800円

☆かしばやスケッチ講座
　とき／ 10月23日㈯午前９時～11時・午後１時～３時
　ところ／主屋歴史資料館　定員／各15人（申込順）
　講師／鈴木　肇さん（元美術教員）
　持ち物／絵の具、筆、画板（ある人）、水入れ

秋風ミニコンサート～セミクラシックと日本のうた～
　とき／ 10月30日㈯午前10時30分～11時10分・午後２時～２時40分
　ところ／主屋歴史資料館

街道文化展入賞作品展
　とき／ 11月２日㈫～14日㈰　午前９時～午後５時
　ところ／ギャラリーなまこ壁

☆柏屋歴史てらこや
　とき・内容／ 11月３日㈷午前10時～11時30分：明治のトンネルにつ
いて、午後２時～３時30分：木喰仏について

　ところ／主屋歴史資料館　講師／池谷圭次さん（元岡部町社会教育指導員）
　定員／各20人（抽選）

☆もみじ茶会
　とき／ 11月６日㈯・７日㈰　午前10時～午後３時
　ところ／主屋歴史資料館　参加料／ 500円（玉露、抹茶、煎茶、菓子付）

宵待ちコンサート～琵琶と一弦琴の調べ～
　とき／ 11月13日㈯午後６時～７時30分　ところ／主屋歴史資料館
　入館料／無料

柏屋探検クイズ
　とき／ 11月14日㈰午前10時～午後３時
　※時間内であれば、いつでも参加できます。
　※参加者には、景品を差し上げます。
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